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AV情報

■ 情報教育担当指導主事が抱える問題点と解決
策に関する基礎研究の支援による「教育ICT担当
者コミュニティサイト」
　（一社）ICT CONNECT21と（公財）パナソニック
教育財団は「児童生徒用の情報端末はどんなもの
を整備したらよいか」「予算が足りない」等のICT機
器整備の導入に問題を抱える自治体の問題解決と
支援システムに関する基礎研究を行うことを目的に
標記のサイトを立ち上げた。整備、研修、予算、
ICT支援員、保護者・住民・議会対応、プログラミ
ング、ソフトウェア、アプリケーション等の項目に
質問内容を分け、専門の担当者が回答する。なお、
随時質問も受け付けている。詳細は、下記を参照の
こと。http://www.tsukuba.ed.jp/~ict/manabi/

〈問い合わせ先〉　（一社）ICT CONNECT21
TEL 03-4578-8823
■ 国立美術館「国立映画アーカイブ」設置
　東京国立近代美術館フィルムセンターは、平成
30年４月１日から（独）国立美術館の第６番目の
美術館「国立映画アーカイブ」となる。センター

■「2018日本ICT教育アワード」各賞決定
全国ICT教育首長協議会によるサミットが、平成30年１月30
日（火）、東京国際交流館プラザ平成（東京都江東区）におい
て開催された。サミットの中で開催されたアワードには、全国
の自治体よりICT教育の優れた取組が寄せられ、文部科学大臣
賞（長野県喬木村）、総務大臣賞（熊本県山江村）、当日参加の
首長の投票によるアワード（愛媛県西条市）ほか各賞が決定し、
表彰が行われた。当日は、自治体関係者、学識経験者、ICT関
連企業関係者ら約390人の参加者でにぎわった。詳細は、
https://ictmayors.jp/を参照のこと。

は、これまでも映画の収集・保存・公開・活用を
行ってきたが、今後は国立美術館と同格の機関と
して改組し「映画を残す、映画を活かす。」をミ
ッションに、我が国の映画文化振興のためのナシ
ョナルセンターとして、①映画を保存・公開する
拠点、②映画の文化・芸術振興拠点、③映画によ
る国際交流拠点の機能を強化していく。

〈問い合わせ先〉　東京国立近代美術館フィルムセ
ンター事業推進室　TEL 03-3561-0823
■ 企画展示「フジテレビ　セットデザインのヒ
ミツ展２─月９ドラマ30年の軌跡─」
　（公財）放送番組センター、フジテレビジョン主
催により、標記展示会が開催されている。

〈日時〉　平成30年２月23日（金）〜４月８日（日）
10：00〜17：00、月曜休館。

〈会場〉　放送ライブラリー展示フロア（横浜市中
区日本大通11　横浜情報文化センター）

〈内容〉　月曜夜９時から放送の連続ドラマのセッ
トデザインを展示。番組を魅力的に見せるテレビ
美術の工夫を紹介。

〈問い合わせ先〉　放送ライブラリー
TEL 045-222-2828

写真・受賞者や来賓などによる記念
撮影
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■ ポーラ伝統文化振興財団助成先募集
　（公財）ポーラ伝統文化振興財団では、日本の伝
統文化の維持・向上に貢献するため標記助成先を
募集している。

〈対象分野〉　伝統工芸技術、伝統芸能、民俗芸能
および行事など、日本の無形の伝統文化財の記録
や研究、保存・伝承活動において、有効な成果が
期待できる事業に対し補助的な援助を行う。

〈事業期間〉　平成30年４月〜31年３月までに実
施するまたは着手する事業内容に対して助成。

〈助成金額〉　（目安）補助的な援助を実施するこ
とを前提に１件あたり、30〜200万円程度。

〈締切〉　平成30年３月31日（土）当日消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公財）ポーラ伝統文化振興財団
事務局　TEL 03-3494-7653
■ 第４回国際ドローン展
　（一社）日本能率協会主催により、ドローンの展
示会が開催される。

〈日時〉　平成30年４月18日（水）〜 20日（金）
10：00〜17：00

〈会場〉　幕張メッセ（千葉市美浜区中瀬2-1）
〈内容〉　ドローンの操作技術からデータ通信、画
像処理技術など、活用ソリューションサービスま
でを集めた展示会、セミナー等。

〈問い合わせ先〉（一社）日本能率協会　国際ドロ
ーン展事務局　TEL 03-6809-2707

研究会情報

■ タブレット端末活用セミナー 2018
　（一社）日本教育情報化振興会では、「新学習指
導要領に対応したICT環境・活用を考える」をテ
ーマに標記セミナーを開催する。

〈日時〉　平成30年４月21日（土）12：30〜17：10
〈会場〉　東京コンファレンスセンター・品川5F
ホール（東京都港区港南1-9-36アレア品川）

〈内容〉　特別講演「新学習指導要領と教育の情報
化」安彦広斉氏（文部科学省初等中等教育局視学
官・生涯学習政策局情報教育課情報教育振興室長）、
実践発表、対談「『主体的・対話的で深い学び』
の実現に向けた授業づくりのポイントを考える─
グルーピング機能を活用して─」、パネルディス
カッション、学習活動ソフトウェア体験等。

〈問い合わせ先〉　タブレット端末活用セミナー事
務局　TEL 06-4807-6374

コンクール情報

■ 第14回「プリントコミュニケーションひろば」

作品募集
　（公財）理想教育財団では、学級通信、学年だよ
り、学校だよりなど先生がつくる各種通信を募集
している。

〈応募資格〉　小・中・高等学校、義務教育学校、
中等教育学校および特別支援学校の教職員（平成
30年３月末時）。

〈応募作品の条件〉　教職員が編集・制作し、定期
的に継続して発行された通信で、平成29年４月
以降に制作発行されたもの。新聞・雑誌・コンク
ール等で未発表のもの。児童生徒、保護者、地域
社会に実際に配布したもの。学校現場の機器を使
用して複数枚制作したもの等。

〈賞〉　最優秀賞・理想教育財団賞トロフィーと副
賞１点、部門別優秀賞トロフィーと副賞４点他。

〈締切〉　平成30年３月31日（土）当日消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公財）理想教育財団第14回「プ
リントコミュニケーションひろば」作品募集係
TEL 03-3575-4313
■ 第34回「学習デジタル教材コンクール」作品
募集
　（公財）学習ソフトウェア情報研究センターでは、
標記コンクールの作品を募集している。

〈対象作品〉　○教員等が作成したもの▽文字や画
像、朗読（音声）、動画等を使ったわかりやすく
豊かな学習を実現するデジタル教材▽映像素材提
示等のためのホームページ▽モバイル端末やPC
から利用でき学習活動を支援するのに役立つ
Webページ▽静止画、動画（Flash動画等）、アニ
メ、拡大提示用素材等を集積した素材集等。
○児童生徒が作成したもの。教員の指導のもとに
児童生徒が学習活動の一環として作成した上記形
態の学習者用デジタル教材。

〈応募資格〉　○団体（学校、教育委員会、教育セ
ンター、その他教育機関、研究グループ等、教員
の指導のもとにある児童生徒）○個人（学校の教
員、教育委員会、教育センターの教育関係専門職、
その他教育経験者等）

〈賞〉　文部科学大臣賞（団体賞、個人賞、各賞金
10万円と副賞）、学情研賞他。

〈応募期限〉　平成30年５月11日（金）消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公財）学習ソフトウェア情報研
究センターコンクール係
TEL 03-6205-4531

全国ICT教育首長協議会情報

■「ステップモデル校プロジェクト」実証モデル
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校募集
　全国ICT教育首長協議会の加盟自治体を対象と
して標記プロジェクトの実証モデル校募集が始ま
っている。モデル校には、一定期間、学習者用端
末やクラウド環境が提供される。

〈募集期間〉　平成30年12月末。
〈貸出〉　１自治体に対しモデル校１校。〇３か月
間以上（６か月〜１年）。端末40台、クラウドサ
ービスなど。〇２か月以内。端末10台などを提供。
詳細は、下記を参照のこと。
https://ictmayors.jp/topic_stepmodel.html

〈問い合わせ先〉　ステップモデル校プロジェクト
運営委員会　MAIL stepmodel@mktgcampaign.jp

学会情報

■ 第２回全国大会「2020新学習指導要領とア
クティブ・ラーニング」
　日本アクティブ・ラーニング学会では、標記を
テーマとして全国大会を開催する。

〈日時〉　平成30年３月25日（日）９：00〜18：00
〈会場〉　文京学院大学本郷キャンパスＳ館（東京
都文京区向丘1-19-1）

〈内容〉　基調講演「新学習指導要領における教科
情報とアクティブ・ラーニング」（仮）鹿野利春
氏（文部科学省生涯学習政策局情報教育課教科調
査官）（予定）、研究発表、実践発表・ポスターセ
ッション、シンポジウム等。

〈問い合わせ先〉　日本アクティブ・ラーニング学
会　MAIL info@jals2030.net

各地の情報

■ 大阪私学教育情報化研究会　平成29年度春
の研究発表大会
　大阪私学教育情報化研究会では、１年間の活動
報告と実践交流を行う標記大会を開催する。

〈日時〉　平成30年３月10日（土）14：30〜17：25
〈会場〉　大阪私学教育会館（大阪市都島区網島町
6-20）

〈内容〉　全体会「本研究プロジェクト報告　高校
生が考えるスマホのルール」他、分科会①「教育
の情報化（ICT活用）」、②「情報科の授業実践」、
③「総合学習・行事・HRを変えよう！」等。

〈問い合わせ先〉　研究会事務局　アサンプション
国際中学校高等学校　岡本教諭
TEL 072-721-3080
■「教育の情報化」実践セミナー 2018 in 北海道
　日本教育工学協会では、「新学習指導要領に向

けたICT環境の変化とこれからの学びのデザイ
ン」をテーマに標記セミナーを開催する。

〈日時〉　平成30年３月18日（日）13：00〜17：30
〈会場〉　プレミアホテル中島公園札幌2Fソレイ
ユ（札幌市中央区南10条西6-1-21）

〈対象〉　教員、教育委員会、情報に関する行政担
当者、研究者、学生、企業

〈内容〉　講演、実践報告、企業プレゼン＆体験ワ
ークショップ、リレートーク「自治体のICT環境
整備と情報化推進に向けた取り組み」等。

〈問い合わせ先〉　日本教育工学協会事務局
TEL 03-5575-0871
■ 教育ICTセミナー 2018（春）
　（一社）日本教育情報化振興会では、情報教育対
応教員研修全国セミナーとして、プログラミング
教育についての標記セミナーを開催する。

〈日時〉　平成30年３月28日（水）13：30〜17：20
〈会場〉　JRゲートタワーカンファレンス（名古
屋市中村区名駅1-1-3ゲートタワー16F）

〈対象〉　東海３県を中心に各教育委員会および小
中高教職員。

〈内容〉　基調講演「プログラミング教育への取組
み（仮）」安彦広斉氏（文部科学省初等中等教育
局視学官・生涯学習政策局情報教育課情報教育振
興室長）、実践事例「つくば市におけるプログラ
ミング教育への取組み（仮）」毛利靖氏（つくば
市総合教育研究所所長）他。

〈問い合わせ先〉　情報教育対応教員研修全国セミ
ナー事務局　TEL 052-732-8122

文部科学省選定作品

■１月選定　紙紙しばい／D DVD
「すてきなともだち─インドの昔話『パンチャタ
ントラ』より」紙 12枚〈小学校低学年／幼児、
教養〉（株）童心社

「11歳の君へ〜いろんなカタチの好き〜」 D 80
分〈高等学校、公民／少年・青年・成人、地域社
会生活（人権）〉Studio AYA

「みんなで育てる　みんなで育つ〜子どもの困難
さに寄り添う保育〜」 D 56分〈成人、職業の知
識技術（教育）〉幼児教育映像制作委員会

「father　カンボジアへ幸せを届けた　ゴッちゃ
ん神父の物語」 D 95分〈成人、教養〉（株）新日
本映画社
映像作品等選定一覧の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/movie/
main9_a1.htm


